
 

 

 

 

 

 

第29回 千葉県 NSTネットワーク 
 

プログラム・抄録集 

 

 

 

 

 

  日 時：2021年 5月 29日(土) 14：00 ～ 17：40 

  会 場：「Zoomウェビナー」による完全オンライン開催 

 

 

 

 

 

共 催：千葉県 NST ネットワーク 

㈱大塚製薬工場 

イーエヌ大塚製薬㈱ 

大塚製薬㈱ 
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プログラム 

 

開 会 の 辞 14:00～14:05 

当番世話人 東本恭幸 先生（医療法人平成博愛会 印西総合病院） 

 

情 報 提 供 14:05～14:25 

「NST・栄養管理に関する内容」  株式会社大塚製薬工場  

 

 

  一般演題   14:25～15：25 

 

 

座長  高石 聡 先生（千葉メディカルセンター 副院長 消化器センター長） 

高橋 直樹 先生（千葉県がんセンター 歯口科） 

 

１．「キャリアラダー開発による新たな教育システムの構築 

～あらゆる場で活躍できる管理栄養士を目指して～」･･･････････････7 

 
平成医療福祉グループ 栄養管理部¹ 同 本部² 

○山本祐子¹ 岩城達也¹ 大塚翔¹ 蜂須賀早紀¹ 大城拓士¹ 添野惠¹ 
赤井雅子¹ 井上奈緒美¹ 堤亮介¹ 川口奈緒美¹ 武久敬洋² 
 
 
 

2．栄養情報提供書に「千葉県共用地域医療連携パス（脳外科）」の 

栄養シートを用いた運用について ････････････････････8 

 

船橋市立医療センター 栄養管理室 

○松原弘樹 
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3．包括的栄養評価と口腔機能評価を統合した 

嚥下性肺炎予防の為の評価ツールの作成・活用 ･････････････9 

 

訪問看護ステーションさわら 

○根本 佳津江、塚本 文香、阿蒜 ひろ子 

 

 

4．当院の 2020年度嚥下造影検査を行った症例からの考察 ･･･････････････10 

 

山王病院 
○NST・耳鼻咽喉科 武藤博之 
看護部 水谷裕江 
栄養部 木内祥子 
薬剤部 小田知由 
リハビリテーション部 神津雅也 

 

 

5．化学放射線療法による粘膜炎に 

半夏瀉心湯が有効と思われた下咽頭癌の一例 ････････････････11 
 
千葉県がんセンターNST¹、薬剤部² 千葉県こども病院 NST³ 
 
○大竹慶尭¹ 市川晃透² 前田恵理¹ 金塚浩子¹ 白戸由香子¹  
佐藤幸子¹ 高橋直樹¹  河津絢子³ 鍋谷圭宏¹ 
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特別講演①   15:25～16：25 

 

 

 

 

司会：医療法人平成博愛会 印西総合病院   東本 恭幸 先生 

 

 

   『コロナ禍時代の栄養管理』 

 
 

学校法人 大阪滋慶学園滋慶医療科学大学 

医療科学部臨床工学科 

 

教授 医学博士 雨海 照祥 先生 

 

 

 
 

 

休憩    10分間                 16:25～16:35 
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特別講演②   16:35～17:35 

 

 

 

 

司会：千葉県がんセンター 診療部長（食道・胃腸外科）鍋谷 圭宏 先生 

 

 

『栄養管理における 

リスクマネジメント』 

 
 

久留米大学病院  副院長  医療安全管理部  部長 

 

教授 田中 芳明 先生 

 

 

 

閉会の辞 

千葉県 NSTネットワーク 代表世話人   鍋谷 圭宏 先生 
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一般演題 

 

14:25～15:20 

 

座長： 千葉メディカルセンター  

   副院長 消化器センター長 

           高石 聡 先生 

 

千葉県がんセンター 歯口科 

          高橋 直樹 先生 
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演題１． 

キャリアラダー開発による新たな教育システムの構築 

～あらゆる場で活躍できる管理栄養士を目指して～ 

      

平成医療福祉グループ 栄養管理部¹、同 本部² 

 

○山本祐子¹ 岩城達也¹ 大塚翔¹ 蜂須賀早紀¹ 大城拓士¹ 添野惠¹  

赤井雅子¹ 井上奈緒美¹ 堤亮介¹ 川口奈緒美¹ 武久敬洋² 

 

 

当グループには 200 人超の管理栄養士が在籍する。各施設で独自の教育方法を実

施しており、施設間の能力修得レベルとスピードのばらつきや新人教育が課題で

あった。このためキャリアラダー(以下ラダー)を開発し新たな教育システムを構

築した。 

ラダー作成においては目指すべき姿とビジョンを決定し、グループ理念の「絶対

に見捨てない」と一貫性のある「目の前の栄養・食事問題にしっかりと対応でき

る絶対に見捨てない管理栄養士」への道筋とした。 6段階レベルに必要な能力を

定義づけ、４領域に分類した。レベルと領域別に到達目標を定め、能力指標は知

識と実践で設定した。医療・福祉の場で対応できるような能力指標も設けた。評

価基準を定め習得率評価票(以下評価票)を作成し達成度を習得率等で示した。  

ラダー運用においては年 2 回評価票を用いて評価者と被評価者でレベルを決定す

る。未習得項目は評価者等による指導とともに教育資料や研修会で習得すること

とし、評価結果を分析し根拠に基づき教育を行う。  

ラダー構築によりグループ理念に沿った管理栄養士の育成と人材定着の一助とも

なることが期待され、今後の課題は教育効果の検証や人材の適切な処遇と配置へ

の活用である。
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演題２． 

栄養情報提供書に「千葉県共用地域医療連携パス（脳外科）」の 

栄養シートを用いた運用について 

      

船橋市立医療センター 栄養管理室  

 

○松原弘樹 

 

 

令和 2年度 診療報酬改定により栄養情報提供加算が新設されたが、その際に用い

る栄養情報提供書は、各施設にてその様式が異なっている。当院では、「千葉県共

用地域医療連携パス（脳外科）」の栄養シートを改編したものの使用を始めたので、

その運用について紹介する。この栄養シートが広く使われることを期待したい。 
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演題３． 

包括的栄養評価と口腔機能評価を統合した 

嚥下性肺炎予防の為の評価ツールの作成・活用 

      

訪問看護ステーションさわら  

 

○根本 佳津江、塚本 文香、阿蒜 ひろ子 

 

 

本研究は高齢者の重症化予防を目的とした、嚥下性肺炎発症ハイリスク患者の

トリアージツールを作成した。対象者は、訪問看護ステーションさわらの在宅訪

問患者 130 名である。方法は、口腔機能に焦点をあてた「口腔機能スクリーニン

グ検査（佐原版）」を作成、検証した。嚥下性肺炎発症群と非発症群の各種病態指

標を比較した結果、非発症群では栄養状態が改善し発症群では改善がなかった。

このことから、嚥下性肺炎発症要因の１つに栄養状態が関与しており、嚥下性肺

炎発症ハイリスク患者のトリアージには、口腔機能評価と包括的栄養評価が必要

と考えた。 

そこで包括栄養評価指標の評価ツールとして MNA-SFを、嚥下機能評価として、高

齢者誤嚥リスク評価指標である DRACE を導入した。しかし、DRACE は時間がかか

るという欠点がある。今回 DRACEを MNAから MNA-SFを作成した過程を参考に、在

宅訪問患者のデーター収集を行いMNA-SFスコアとDRACEとの相関の良好な項目を

選択し、DRACE 簡易版を作成し、嚥下機能評価指標と包括的栄養評価指標には有

意な相関が認められ、包括的栄養評価と口腔嚥下機能評価を統合した「口腔嚥下

栄養スクリーニング検査（佐原版）」が完成した。 

今後在宅訪問患者を対象に評価ツールを用いて、地域の介護重症化予防に繋げて

いく。 
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演題４． 

当院の 2020年度嚥下造影検査を行った症例からの考察 

      

山王病院  

 

○NST・耳鼻咽喉科 武藤博之 

看護部 水谷裕江 

栄養部 木内祥子 

薬剤部 小田知由 

リハビリテーション部 神津雅也 

 

 

当院は一般病床 310床の紹介状を必要としない市中病院です。 

今回、2020年度に当科で行った約 160症例（12月現在）につき検討したので報告

します。発表では 3月末までの症例になるため症例数が異なります。 

近隣には当院の関連施設を含め、複数の介護老人保健施設、特別養護老人ホーム

が 

複数あるので、誤嚥性肺炎や、食思不振等で入院する症例が多数です。このため

特別な疾患での嚥下障害よりは高齢で認知機能の低下や、複数の疾患から摂食・

嚥下機能が低下した症例がほとんどです。 

中には退院後短期間に複数回の誤嚥性肺炎を繰り返す症例もあります。このよう

な症例に当院での食事形態と退院先での食事形態に相違があるのでは見直しを図

ったこと、また 90歳を超える超高齢者の嚥下障害についての経過から今後の対応

について考えるべきことを報告する。 
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演題５． 

化学放射線療法による粘膜炎に 

半夏瀉心湯が有効と思われた下咽頭癌の一例 

      

千葉県がんセンターNST¹、薬剤部² 千葉県こども病院 NST³ 

 

○大竹慶尭¹ 市川晃透² 前田恵理¹ 金塚浩子¹ 白戸由香子¹ 佐藤幸子¹ 高

橋直樹¹  河津絢子³ 鍋谷圭宏¹  

 

 

【はじめに】頭頚部癌の化学放射線療法（CRT）において、粘膜炎は高頻度に出現

し、栄養管理や疼痛管理を行う上で障害となる。今回、粘膜炎を有する下咽頭癌

症例に半夏瀉心湯が有効と思われた一例を経験したのでここに報告する。 

 

【症例】70歳代、男性。下咽頭癌 T2N3bM0と診断されネダプラチン（NDP）+放射

線療法を開始。NDP施行のため入院後 10日目から、粘膜炎が悪化し経口摂取量が

減少。アズレンスルホン酸 Na含嗽を使用していたが、口腔疼痛も強いためリドカ

インとグリセリンを加えた含嗽を試みるも不快感が強く断念。徐々に口腔乾燥も

出現してきたため、入院 30日目に半夏瀉心湯での含嗽を提案、湯温で溶解し、口

腔に 1 分間保持し内服するよう服薬指導した。翌日から 3 分菜食を 4 割摂取と食

事摂取量の増加を認め、半消化態栄養剤の経口投与を開始。その後、経口摂取が

安定して食形態調整行い、軟菜食と半消化態栄養剤 500〜600kcal/日が摂取可能

になり退院した。 

 

【考察・結論】半夏瀉心湯は CRT による粘膜炎に対し有効であり、栄養管理の一

環として患者の経口摂取改善に繋がる可能性がある。 
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特別講演①  15:25～16：25 

 

 

 

 

司会：医療法人平成博愛会 印西総合病院   東本 恭幸 先生 

 

 

   『コロナ禍時代の栄養管理』 

 
 

学校法人 大阪滋慶学園滋慶医療科学大学 

医療科学部臨床工学科 

 

教授 医学博士 雨海 照祥 先生 

 

 

 
 

 

休憩    10分間                 16:25～16:35 
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特別講演②  16:35～17:35 

 

 

 

 

司会：千葉県がんセンター 診療部長（食道・胃腸外科）鍋谷 圭宏 先生 

 

 

『栄養管理における 

リスクマネジメント』 

 
 

久留米大学病院  副院長  医療安全管理部  部長 

 

教授 田中 芳明 先生 

 

 

 

 

 

閉会の辞 

千葉県 NSTネットワーク 代表世話人   鍋谷 圭宏 先生 
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                               2021年 5月 

当番世話人／医療法人平成博愛会印西総合病院 東本 恭幸 先生 

代表世話人／千葉県がんセンター 鍋谷 圭宏 先生 

世 話 人／ 

千葉県救急医療センター 相川 光広 先生 

千葉市立海浜病院 相田 俊明 先生 

医療法人財団松圓会東葛クリニック病院" 秋山 和宏 先生 

千葉県立佐原病院 阿蒜  ひろ子先生 

香取おみがわ医療センター 勝浦 譽介 先生 

香取おみがわ医療センター 木村 聡子 先生 

東京湾岸リハビリテーション病院 近藤 国嗣 先生 

千葉県済生会習志野病院 櫻井 洋一 先生 

千葉県がんセンター 實方 由美 先生 

国保旭中央病院" 紫村 治久 先生 

帝京大学ちば総合医療センター 外科 首藤 潔彦 先生 

国立がん研究センター東病院 千歳 はるか先生 

聖隷佐倉市民病院 津田 豪太 先生 

玄々堂君津病院 西井 大輔 先生 

成田赤十字病院 西谷 慶  先生 

千葉大学医学部附属病院 野本  尚子 先生 

千葉大学医学部附属病院 古川  勝規 先生 

医療法人鉄蕉会亀田総合病院" 宮越 浩一 先生 

独立行政法人国立病院機構 千葉医療センター 森嶋 友一 先生 

順天堂大学医学部附属浦安病院 渡邉 雅男 先生 

君津中央病院 柳澤 真司 先生 

千葉メディカルセンター 高石 聡  先生 

千葉県こども病院 山出 晶子 先生 

千葉大学医学部附属病院 新井 健一 先生 

帝京大学ちば総合医療センター 飯塚 雄次 先生 

君津中央病院 大木 健史 先生 

船橋市立医療センター 佐藤  やよい先生 

日本大学薬学部 林   宏行 先生 

東京慈恵会医科大学附属柏病院 藤岡 秀一 先生 

千葉県千葉リハビリテーションセンター 古谷 房枝 先生 

千葉県がんセンター 高橋 直樹 先生 

新八街総合病院 齋藤 秋子 先生 

東京歯科大学市川総合病院 片山 正輝 先生 

会 計 監 査／松戸市立総合医療センター 田代 淳  先生 

事 務 局／千葉県がんセンター 前田 恵理 先生
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